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 PRESS RELEASE 

欧州特許庁 
 

 

 

旭化成株式会社の吉野彰氏 

リチウムイオン電池技術の発明･改良で 

2019 年欧州発明家賞にノミネート 

 

～日本から 4 年ぶり 6 人（チーム）目のファイナリスト誕生～ 
 

【ミュンヘン(ドイツ)、2019 年 5 月 7 日】欧州特許庁(European Patent Office、以下 EPO)は、旭

化成株式会社（以下、旭化成）の吉野彰博士が、2019 年欧州発明家賞（European Inventor 

Award）の「非ヨーロッパ諸国部門」（Non-EPO countries）において、ファイナリスト 3 名（チー

ム）に選ばれたことを発表いたします。選出理由は、リチウムイオン電池の発明及び改良であり、

この発明は現在数十億のデバイスに電力を供給しています。 

 

吉野氏の研究テーマは、現在リチウムイオン電池を安全に作動させている材料とその機能を特定す

ることです。吉野氏はこの分野の産業研究と開発を先導し続け、今でも旭化成の顧問、名誉フェロ

ーとしてこの研究に取り組んでいます。旭化成は、吉野氏がその技術を発展させ、世界的な商品化

に繋げた企業です。吉野氏の 2019 年同賞ノミネートに際し、アントニオ・カンピノス（António 

Campinos）EPO 長官は、「吉野彰氏が今日のリチウムイオン技術及び産業の基礎を築きました。新

しいタイプの充電式電池を私たちが自由に使えるようにし、その電池を使った携帯用デバイスで

人々が繋がるようになったことで、吉野氏は私たちの暮らす社会に大きな衝撃を与えました」と述

べています。 

 
「非ヨーロッパ諸国部門」の他のファイナリスト 2名（チーム）は、Eben Bayer and Gavin 

McIntyre（USA）（発明：Eco-friendly packaging from mushrooms）と Dr Gideon Stein（イスラ

エル）（発明：Vision for vehicles to improve road safety）です。2019 年欧州発明家賞の受賞

者は、6 月 20 日（現地時間）にウィーンで行われる式典において発表されます。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野彰氏 リチウムイオン電池 
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■ 吉野彰（よしのあきら）氏プロフィール 

1970 年 京都大学 工学部 石油化学科卒 

1972 年 京都大学 工学研究科 修士課程修了 

2005 年 大阪大学 大学院 工学研究科博士（工学）取得 

旭化成株式会社 名誉フェロー 

技術研究組合リチウムイオン電池材料評価研究センター 理事長 

九州大学 エネルギー基盤技術国際教育研究センター 客員教授 

名城大学 大学院理工学研究科 教授 

 

■ 欧州発明家賞（European Inventor Award） 

欧州発明家賞（EIA）は、EPO により 2006 年に設立された、ヨーロッパで最も権威のある発明家賞

の 1つです。この賞は欧州特許庁（European Patent Office）が、時代の最大の課題に答えをもた

らす先駆的な発明を行う個々の発明者や発明者のチームを讃たえ、毎年付与するものです。産業部

門、研究部門、中小企業部門、非ヨーロッパ諸国部門と功労賞の 5部門と、一般投票で決定する

「Popular Prize（ポピュラープライズ）」 で構成され、毎年 5つの部門から各 3 名（チーム）、

合計 15 名（チーム）が最終選考者としてノミネートされます。最終選考者と受賞者は、欧州での

技術進歩、社会発展、経済的繁栄と雇用創出への貢献についての提議を審査する、政治経済、科

学、学術研究機関および研究の分野における国際的権威からなる独立した審査員団によって選ばれ

ます。2019 年の授賞式は 6月 20 日（現地時間）にオーストリアのウィーンで開催されます。一般

の方々は WEB 投票で「Popular Prize」の選考に参加できます。同賞の受賞者は、15 人の最終候補

者のなかから、オンラインによる一般投票で決定します。一般投票は授賞式に先立ち、EPO のウエ

ブサイトにて 2019 年 6 月 16 日まで行うことができます。 

 

■ 欧州特許庁（European Patent Office、EPO）（www.epo.org） 

約 7,000 人の従業員を抱える欧州特許庁は、欧州最大の公共機関の 1 つです。本部はドイツのミュ

ンヘンにあり、ベルリン（ドイツ）、ブリュッセル（ベルギー）、ハーグ（オランダ）、ウィーン

（オーストリア）に支局があります。欧州特許庁は、欧州各国の特許における連携を強化するため

に設立されました。EPO の集約化された特許付与手続きにより、およそ 7億人に及ぶ市場をカバー

する 44 加盟国において、高水準での特許保護を維持することが可能です。欧州特許庁はまた、特

許情報や特許検索における世界的な第一人者でもあります。 

 

＜ご参考情報＞ 

 

■ 過去の欧州発明家賞（非ヨーロッパ諸国部門）日本人（チーム）のノミネートと受賞 

 

○受賞 

・2015 年：飯島澄男氏および開発メンバー（小塩明氏、湯田坂雅子氏） 

（カーボンナノチューブ）…「非ヨーロッパ諸国部門」受賞 

・2014 年：原昌宏氏および開発チーム（QR コード）… 「ポピュラープライズ」受賞 

○ノミネート 

・2009 年：佐々木正一氏（ハイブリッドカー、パワーコントロールシステム） 

・2007 年：中村修二氏（青色発光ダイオード） 

・2007 年：中西茂雄氏、山中巌氏（プログラフ、免疫抑制剤） 
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■ ご参考資料 

・特許: EP0149133, EP0205856, EP0603397, EP2063436, EP2063435, EP2634854 

・画像及び映像素材 

https://www.epo.org/news-issues/press/european-inventor-award/2019/yoshino.html 

 https://www.youtube.com/watch?v=xKqnaBzfhPs 

・発明者に関する資料 

https://www.epo.org/learning-events/european-inventor/finalists/2019/yoshino.html 
 

2019 年欧州発明家賞に関する追加情報、写真、ビデオは EPO Media Center でご覧になれます。ス

マート TV ユーザーは、アプリ「Innovation TV」をダウンロードして、お手元のモニターですべて

のファイナリストに関するビデオを見ることができます。 2019 年 6 月 20 日の授賞式は、

「Innovation TV」、EPO のウエブサイト（www.epo.org）、および EPO Facebook ページ上

（https://www.facebook.com/europeanpatentoffice/）で生中継されます。 

 

■ 吉野彰氏のリチウムイオン電池技術の発明 

 
・使い捨てから充電式に  
 
電池は現代生活に欠かせないものであり、そのお陰で私たちはさまざまな携帯用電子機器を使えます。

今日最も普及しているのはリチウムイオン電池です。その発明以前の総ての電子機器は、電源、或いは

不可逆反応によって化学結合に蓄えられたエネルギーを放出する電池によって動いていました。その

為、素材に含まれるエネルギーがなくなれば、電池は捨てるしかありませんでした。これは、1980 年代

にビデオカメラ、ノート型 PC、携帯電話などの携帯電子機器を開発する製造業者にとって、問題になり

ました。これらの新製品は、小型で軽量、かつ十分な容量を備えた充電式電池を必要としました。しか

しながら、当時開発されていた、鉛蓄電池やニッケルカドミウム電池など従来型の蓄電池は、携帯用の

用途には重すぎ、またかさばりすぎました。  

 

吉野彰氏による研究は、この問題を解決するのに役立ちうるものでした。吉野氏は 1972 年に京都大学

工学部石油化学科の修士課程を修了した後、旭化成工業会社(現旭化成株式会社)の研究部門に入社、現

在も顧問及び名誉フェローとして同社に勤めています。初期の彼の研究では導電性ポリマー、とりわけ

ポリアセチレンに焦点が当てられていました。これは電池の負極材料として用いられる可能性を秘めて

いたのです。軽量金属リチウムは爆発する危険性があるため使えませんでしたが、より安全な素材を使

う新しいアプローチが可能なことを、吉野氏は研究で確信しました。 

 

彼はポリアセチレンの負極とコバルト酸リチウムの正極を持つ新しいタイプの電池を開発しました。こ

の二つは両方とも、新たに発見された特徴を備えていました。ポリアセチレンは、導電性のあることが

1977 年に化学者の白川英樹氏が行った公開実験によって示されており、また、空気中で安定するコバル

ト酸リチウムは、1979 年にアメリカ合衆国の物理学者、ジョン･グッドイナフ氏により発見されていま

した。これらの素材を使うことは、吉野氏の電池が、他の当時開発中だった発火する危険性を伴う充電

式電池よりも安定していることを意味しました。  

 

・電池の安全性における飛躍的な進歩  

吉野氏が更に、ポリエチレンベースの薄い多孔膜を材料間のセパレート材として取り入れたことで、電

池に安全機能が備わりました。この膜が溶けることで、電池の過熱化が発火前に止まりました。安全ヒ

ューズの役割を果たすこの化学物質は、リチウムイオン電池が発火する危険を抑えるために、今でも使

われています。 安全性は今も向上し続けており、リチウムイオン電池が研究ラボを越えて一般消費者

向け製品に実用化されうるための鍵であり続けています。 



4 

・吉野氏、電池性能の向上を実現 

最初のリチウムイオン電池は 1983 年に作られました。同年、旭化成は吉野氏の充電式リチウムイオン

電池について日本初の特許申請を行い、商品化の道のりが始まりました。1985 年には、電池が多くの充

放電サイクルに耐えられるよう、電池の一極に使う素材をより効率的なカーボン含有物に置き換えまし

た。電圧を 1.5V から 4V 以上へと高めるためにアルミニウムと銅箔のコネクタ、有機溶媒電解液を取り

入れ、また、より大きな容量を与えることで 、吉野氏は電池の性能を向上させました。更なる特許が

これらの発明･改良を保護するのに役立ち、今日、吉野氏の名前は 56 件の日本の特許及び 6件のヨーロ

ッパ特許に、発明者として記されています。これらの多くの改良は、リチウムイオン電池が他の電池技

術を越えて商業的な成功へと発展するのに役立ちました。 

 

・電気自動車の出現を可能にした発明  

吉野氏の発明は、カムコーダからラップトップ PC にわたる携帯用電子機器の消費者市場を切り開くの

に役立ちました。彼の充電式電池は今日 50 億にも上る携帯電話で使われています。その発明は電気自

動車の出現をも可能にしました。リチウムイオン電池の電気自動車への応用は、急速に進んでいます。 

 

吉野氏の最初の発明及びその後の改良は、1970 年代から彼が勤めている旭化成にとって、非常に重要で

あり続けています。「私たちの特許をライセンスするというアイデアは、多くの企業でのリチウムイオ

ン電池製造を可能にしました。その結果、市場は遙かに早く成長でき、新しい技術を導入するのがずっ

と楽になり、消費者の助けになっています。」と吉野氏は述べています。同社は吉野氏のリチウムイオ

ン電池の基本特許について、ソニー株式会社を含む外の電池製造業者に使用ライセンスを与えていま

す。ソニーはこの技術を 1991 年に市場化しました。基本の特許は既に失効していますが、吉野氏の継

続的な取り組みによって旭化成は市場での存在感を保ち、リチウムイオン電池セパレータ世界市場シェ

アの 17％を 2016 年まで維持しています。東京を基点に、同社は 3万 5千人近い従業員を有し、年間の

売上高は 156 億ユーロに上ります。吉野氏の研究は今日も続き、最近は安全基準の向上と電池の効率性

強化のために新しい手法を開発しています。 

 

リチウムイオン電池の世界市場は 2017 年に 265 億ユーロと推定され、2025 年までには 900 億ユーロを

超えると予測されています。このように、吉野氏の過去 30 年以上にわたる先駆的な研究は新しい発展

を促進し続け、その将来の方向性に影響を与え続けています。 

 

吉野氏自身にとって、彼の発明はその増え続ける用途と密接に関わっています。彼は自らの開発した技

術を、ラップトップ型 PC、携帯電話、電気カミソリ、外の電動工具などで日常生活に使うことを楽しん

でいます。「研究は市場の需要を念頭に置いて行わねばなりません。」と吉野氏は語りました。「そし

てそれらの需要は、探さない限り見えては来ないのです。」 

 

■ 欧州特許庁(European Patent Office、ミュンヘン/ドイツ)へのお問い合わせ 

 

Jana Mittermaier 

Director External Communication  

Rainer Osterwalder  

Press Spokesperson 

 

EPO Press Desk 

Tel. +49 89 2399 1833  

Mobile: +49 163 8399527 

press@epo.org 

Shepard Fox Communications 

Yusuke Nakano 

Tel. 080 5495 1031 

yusuke.nakano@shepard-fox.com 

Ruiko Okada 

Tel. +81 (0) 3 4578-9339 


